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1．緒言

　1９９０年頃から始まった「ゆかたバブル」1）は現在大分落
ち着いてきた感があるが，近年においても「ゆかた」は夏
を華やかに彩る現代のきものの代表として脚光を浴び続け
ている．一般的には，素材が木綿で大柄な模様を染めた裏
の付いていない一枚仕立てのきものを「ゆかた」と呼び習
わしている．百貨店・きもの専門店・量販店などではオー
トクチュールゆかた・プレタゆかた・セットゆかたなどの
名称による[ゆかた]の販売を実施しており，夏のファッシ
ョンアイテムとしてすっかり定着したようである．
　本学服飾美術学科においては，和服造形に関する授業
（平成1９年度まで選択）科目を1年前期に開講している．
この授業の中では，「ゆかた」の製作と着装を主に指導し，
着装後の「ゆかた」の管理方法に関しては特別に指導を行
ってこなかった．
　元来ゆかたは，湯上り用の部屋着であり，ひと夏着るも
のであった．しかし現在は「ゆかた」が部屋着から外出着
へと用途が変化し，おしゃれ着としても幅広く着用される
ようになった．一方，既製品のゆかたの縫製方法が手縫い
からミシン縫いへと変化してきたために，洗濯方法につい
ても昔は，洗い張りをして仕立て直していた時代から，簡
単に丸洗いも可能な時代になった。しかし，ゆかたを長い
間きれいに着装するための最適な管理方法については必ず
しも定着していない．
　著者は生活の中に和服を取り入れ易くするために必須で
ある和服の容易な管理方法について検討してきた．本論文
では「和服造形」の授業の一貫として着用後の管理方法の
指導を検討するために，本学科学生の「ゆかた」の管理実
態等を調査することを試みたところ，二，三の知見を得た
のでここに報告する．

２．方法

　以下の二つの実態調査を行った．
　ひとつは「和服造形」受講の本学科学生に対するゆかた
の管理に関する調査（「1，ゆかたの管理に関する調査」と
する）で，他は消費者がゆかたを購入する可能性が大きい，
大量に既製ゆかたを販売している都内の百貨店（４事業所）
において「ゆかた」販売時に行われている「ゆかた」の管
理等に関する購入者への店員によるアドバイスについての
聞き取り調査（「２，百貨店での聞き取り調査」とする）で
ある．
（1）ゆかたの管理に関する調査
	 　平成２1年７月上旬に以下の方法でアンケート調査を行
った．具体的には学部４年生に開講している「和服論」
の中で，前週に調査内容の説明を行い，次週にアンケー
ト用紙（表1に示した）を配布し授業中に実際の設問に
解答してもらう方法をとった．回答率は1００％で，回答
者数は1２３名であった．

（２）百貨店での聞き取り調査
	 　平成２1年6月下旬から７月中旬に，都内百貨店（４事
業所Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）に出向き，表２に示した項目につ
いて聞き取り調査を行った．

３．結果および考察

（1）ゆかたの管理に関する調査
　アンケートの調査結果から以下の傾向が見られた．
　ゆかたの所持数は，２枚（４6％）が最も多く，次いで３
枚（２２％），1枚（1４%）の順で，４枚（1０%），５枚以上（９%）
であった．回答された延べ所持枚数は３1３枚で平均すると
1人当たり２.５枚であった．
　ゆかたの入手方法についての回答を見る，回答者の７２%
に当たる人が既製のゆかたを購入していることがわかった．
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表1　ゆかたの管理に関するアンケート用紙
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表２　百貨店の聞き取り調査項目

表３　Ａ事業所配布プリント　「ゆかたのお取扱い方法」

①ゆかた用の下着として、汗取りもかねて「ゆかたスリップ」をお召しになることをおすすめします。
②着用後は、ハンガーなどに吊して、湿気をお取りください。
③綿や麻の製品は、着用中の摩擦や湿気により、色落ちしたり、縮むことがあります。
　特に濃い色のものは下に着ているものに色がつくことがありますのでご注意ください。
④収納の際は、汗じみや変色防止の為に、必ずお洗濯してから保管してください。
⑤ご家庭でお洗濯される場合は、必ず、製品の「取扱い絵表示」や「情報ラベル（注意事項）」をお読みください。
⑥長期に保管される際は、クリーニング店に出されたものは、ポリ袋からお出しください。

図1　取扱い絵表示の例

反物についていた表示ラベル

反物についていた表示ラベル 既製品のゆかたについていた
表示ラベル（ミシン縫製）

既製品のゆかたについていた
表示ラベル（ミシン縫製）



（ ４２ ）

寺田　恭子・内山　道子・片山　倫子

既製のゆかたの購入価格は５,０００円以下（1７%），５,０００～
1０,０００円（３４%），1０,０００～1５,０００円（２８%），1５,０００～２０,０００
円（９%），２０,０００～２５,０００ 円（８%），２５,０００～３０,０００ 円（２%），
３０,０００円以上（1%）で最多価格帯は５,０００～1０,０００円であ
った．
　ゆかたの着用目的については花火見物（７6％），お祭り
（５８％）で、家庭着として着る人は２％弱と少数であった．
着用後のゆかたの管理については，1回着たら洗濯をする
（５５％）が半数を占め，２回着用後に洗濯をする（２０%），３
回着用後に洗濯をする（1５%）が続いたが，一方で洗わな
いでしまう人（７％）や，洗わないで一夏で捨てる人
（２%）もいることがわかった．着用後のゆかたを実際に洗
濯管理するのは誰かの設問に対しては「自分で洗濯管理を
する」と回答したものは３２名のみで全体の約1/４であった．
自分で洗濯管理をすると答えた３２名の履修コース別の内
訳を見ると，造形コース16名，文化コース1２名，生活科
学コース４名であった．自分で管理しているのは，生活科
学コースが５７％で高かった．造形コース２７％，文化コー
ス２1％であった．
　自分で洗濯管理をすると答えた３２名のうち，洗濯前に
取扱い絵表示２）を見た人は6３%で，特に生活科学コース
の人は５名全員が取扱い絵表示を見ていたことがわかった．
　具体的に洗濯管理の方法を聞くと，家庭洗濯が５6％，
クリーニング店使用が４1％で，履修コース別には３コース
ともに家庭洗濯がクリーニング店使用より多かった．特に
生活科学コースは家庭洗濯７５％で高かった．
　次に家庭洗濯を選んだ1８名について，具体的な洗い方
を調べたところ，手洗いが７名，洗濯機使用が11名であっ
た．洗濯機洗いではネットを使用して洗濯から脱水まで実
施した人が多かった．脱水後の干し方については陰干しが
多く，きものハンガーや竿と洋服用ハンガー等を利用して
いるケースが多かった．取り込んだ後のアイロンかけにつ
いては半数近くの人がスチームアイロンやドライアイロン
による仕上げを行っている．
　洗濯後に生じたゆかたの着心地と性能変化については新
品のときと比べるとごわごわした（２４％），色が出て薄く
なった（1０％），縮みが出て丈が短くなった（７％）等が生
じた．着なくなったゆかたの処分方法に関する回答では
「処分せず何年もしまったままにして置く」（８1％）が多か
ったが，その理由として「もったいないから捨てずにとっ
てある」や ｢いつかまた着られると思う｣ が多く，少数で

はあったが「一生懸命自分で縫ったから捨てられない」な
どもあった．
（２）百貨店での聞き取り調査
　ゆかたを購入した顧客に対して表２に示した４項目の内
容に対して説明したかどうか見た．４事業所とも製品につ
いている取扱い絵表示を見るように説明していた．表示例
は図1のようである．さらに1事業所だけは表３に示すプ
リントを配布していた．
　サンプル展開については，３事業所がＳ（身長1５０cm以
下の方），Ｍ（身長1５５cmから1７０cm前後の方），Ｌ（身
長1７０cm以上の方）の３段階の表示商品が扱われていた．
1事業所はフリーサイズ（身長16３cm）が扱われていた．
販売最多価格は２５,０００円から３０,０００円であった．百貨店が
独自に行っているサービスは，３事業所が着付けのサービ
スを行っていた．1事業所はＤＶＤの配布のサービスを行
っていた．何もしていない事業所はクリーニング割引券の
配布をしていることがわかった．

４．まとめ

　「和服造形」の授業の一貫として着用後の管理方法の指
導を検討するために，服飾美術学科学生の「ゆかた」の管
理実態等を調査することを試み，（1）ゆかたの管理に関す
るアンケート調査，および（２）百貨店での聞き取り調査
を実施した．
　調査結果から，ゆかたは1人あたり平均２.５枚持っていて，
花火見物やお祭りにおしゃれ着として着られているが日常
着としては使われていないことがわかった．
着用後に自分で管理をしている人は約２５％しかいなかった．
実際に管理した結果について調べたところ必ずしも良い仕
上がりにならなかったことがわかった．
　これらの結果から，家庭におけるゆかたの洗濯方法を再
検討した上で，和服造形授業の中で指導する必要があるこ
とがわかった．
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Abstract
	 We	 did	 research	 into	 the	 care	 of	 Yukata	 robes	 by	 questionnaires	 for	 the	 students	 in	 the	 Kimono	 Making	 class.	 We	
asked	   the	 salespersons	 of	 4	 department	 stores	 about	 the	 way	 to	 care	 of	 Yukata	 robes	 to	 their	 customers.	 We	 find	 out  our	
students	 have	 an	 average	 of	 2.5	 Yukata	 robes	 each	 person  and	 wear	 to	 the	 fireworks	 or	 festivals,	 but	 don’t	 wear	 them	 as	
everday	 clothes,	 and	 only	 25%	 students	 care	 their	 Yukata	 robes	 themselves.	 They	 wash	 them	 by	 hand	 or	 by	 washing	 ma-
chine	 at	 home;	 others	 take	 their	 Yukata	 robes	 to	 the	 laundry.	 In	 both	 home	 laundry	 and	 commercial	 laundry,	 the	 results	
are	 not	 entirely	 satisfactory	 for	 our	 students.	 From	 this	 research,	 we	 conclude	 that	 we	 must	 teach	 the	 care	 of	 Yukata	 robes	
and	also	teach	the	sewing	of	Yukata	robes.




